
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

●学校経営の１つの柱となる「お米づくり体験」。地元農家や農協・市

役所など沢山の応援団の方々の協力のもと、１年生から６年生までの全

校児童が田植え、稲刈りの体験を行います。収穫したお米は、しばらく

の間、給食のご飯として食べ、食育に繋げていきます。地域・学校・保

護者が一体となって取り組むこの行事を通して、食への感謝、地域の

方々への感謝の気持ちを育てています。地域との連携を通して、開かれ

た学校づくりに繋がる行事です。 
 

●児童の多くは、この「お米づくり」を楽しみにしています。そして、 

応援団の方々もこの行事を楽しみにしているようです。お米を作るこ 

とを通して、地域の方々と子ども達が繋がっていく様子が感じられま 

す。また、児童は、この体験を通し何気なく食べているお米について、 

自らの経験からその大変さを知り、食への感謝の気持ちが芽生え、本 

校の給食残量は大変少なくなってきています。 

令和元年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

●田植えを３回経験しました。毎年行うこの行事を楽しみにしていま 

す。収穫したお米を食べるのも楽しみのひとつです。 

●苗の植え方や稲の刈り方をやさしく教えてくれてありがとう。自分 

たちで作ったお米を食べるとき、お手伝いしてくれたたくさんの人た 

ちを思い出します。来年もお米づくりがんばります。 

勤労・生産体験 

第１～６学年 


